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６月から支援員としてお世話になっ

ています川元せいるです。ずっと養護

教諭として勤務していたので支援員と

して働くのは初めてです。慣れないこ

とが多くご迷惑をおかけすることもあ

るかとは思いますが，子どもたちが学

習しやすいように活動しやすいように，

お手伝いできたらと思います。よろしくお願いします。

家庭教育学級・学校保健委員会
７月１日（金）この日は，

授業参観・学級 PTA も行わ
れ，同時に『家庭教育学級・
学校保健委員会』も実施され
ました。保護者を対象に，地
域の人権擁護委員さんと NTT
ドコモの方を講師にスマホ・
ケータイ安全教室を行いまし
た。

NTT ドコモとは，リモート
でつなぎ，ゲームのやり過ぎや児童生徒がどれくらい使っ
ているか，内容や時間を把握することの重要性など学びま
した。
使用したワークシートを紹介します。裏面にも載せてあ

ります。ご覧ください。

充実した夏休みに
校長 土岐 邦寿

今年は梅雨明けが早く，連日暑い日が続いています。
関東，関西等は最短の梅雨だったということで，電気，
水不足が心配されています。熱中症に気をつけながら，
クーラーの適切な利用によって暑い夏を乗り切ってい
ただきたいです。
さて，この１学期は，新型コロナウイルスに翻弄さ

せられながら，保護者の学校参加を増やしていく取組
をしてきました。ＰＴＡ総会はパソコンを使ったリモ
ートで行いました。また，久しぶりに授業参観を実施
しました。感染拡大予防をしていただきながら，子ど
もたちの学習の様子を見ていただくことができまし
た。６月には中学校道徳の授業を大島郡内の先生方に
見てもらう公開を行いました。生徒の礼儀正しさと，
真摯に授業に取り組む姿に高い称賛をいただきまし
た。また，１学期末は小学生のシーカャック体験，七
夕づくり，中学生は高校説明会など学校生活の様々な
場面で子どもたちの成長する姿を見ることができ，大
変嬉しく思っています。これもひとえに保護者や地域
の方々の本校に対するご理解・ご協力の賜物であると
深く感謝申し上げます。
いよいよ，夏休みに突入しますが，児童生徒のみな

さんはどのような計画を立てていますか。４２日間あ
る夏休みですが，ただ漫然と過ごすのではなく，日頃
できない体験にチャレンジしてもらいたいです。昆虫
や植物の観察，日頃疑問に思っていることの探究，郷
土の偉人について調べたりするのも良いでしょう。
私は小学６年生の時，妹と２人で叔父のいる東京へ

旅行に行きました。飛行機に乗るのも電車の切符を買
うのも始めてで，ドキドキしました。東京タワーや富
士山５合目を旅行しました。この旅でわからないとき
は人に聞けばよいこと，地図や掲示板等の見方を習得
しました。今思えばあの経験で自信がつきました。子
どもは普段できない様々な体験によって，一回りも二
回りも大きく成長します。事故，怪我には十分気をつ
けて，貴重な時間を大切にしながら，充実した夏休み
を過ごしてください。

<学校行事予定> ※ 感染症の状況により変更が
あるかもしれません。

【８月】
１日（月）・１９日（木） 出校日

１１日（木）山の日
１５日（月）～１７日（水）学校閉庁日（学校はあきません）
２８日（日）ＰＴＡ奉仕作業

【９月】
１日（木）２学期始業式 いじめ問題を考える週間（～７日）
１日～２日 夏休みあけ試験（中１・２）・実力試験（中３）
２日（金）避難訓練（火災想定）
９日・１３日・１６日 運動会小中合同練習

１０日（土）土曜授業日
１９日（月）敬老の日
２０日（火）運動会予行
２２日（木）運動会準備
２３日（金）大運動会 ※今年は、秋分の日に行います。
２６日（月）振替休日

研究授業
（小学校３年生国語科の授業）
今年度、新規採用の迫田佳大先生。現在３年生を担任し

ています。１８名の元気な子どもたちと毎日楽しく学習・

運動をしていますが，６月３０日は、研究授業を行いまし

た。国語科の授業です。校内の先生方が、たくさん授業参

観しましたが、３年生の子どもたちの生き生きとした授業

態度に感心しました。

願いをこめて（七夕飾り）
小学校の１階教室のの廊下に七夕

飾りが揺れています。「５色の短冊♬」
と歌われますが短冊の色には，意味
があるそうです。（諸説あり）
青・緑…思いやり「仁」
赤…感謝「礼」
黄…誠実・約束「信」
白…私利私欲にとらわれない「義」
黒・紫…学業向上「智」
コロナが早くなくなりますように

いつか強くて頭がいい子になりますように



７月１２日（火）の南日本新聞に，鹿児島県内の『市町村別の人口 10 万人当たりの
感染者数』が掲載されておりました。４３市町村のうち，龍郷町が一番で約１万３０
３１人でした。また，上位を奄美地域が占めていました。オミクロン株が主流の２０
２１年１月からの第６波以降で１０代以下の子どもの感染がめだっています。感染者
を年代別に見ても，子どもと親世代の感染が多いです。奄美地域の感染が突出してい
る背景について「観光の入り込み客に加え，人と人のつながりが深い。地域の特長で
ある一方，感染が広がりやすい一因にもなっている。」と分析されています。地域や保
護者との距離感が非常に近いことによる感染が原因ではと分析されておりました。
本校でも家庭内感染が非常に多いと感じます。特に，夏休みは重要だと思います。

よろしくお願いいたします。


